

日頃からの献身的なお仕事に感謝申し上げます。
NPO法人地域人権みんなの会は20周年を迎えました。ななくさは開設から16年を、かるがもは12年を、だんだんは9年を、それぞれ迎え越えて活動を展開しています。大勢の職員・スタッフのみなさんが「利用者さんを真ん中に」という思いで繋いできてくれた誇れる成果です。その間、乗り越えてきた様々な課題を思い起こすと、みなさんに敬意を表したい気持ちになります。改めて、衷心よりお礼申し上げます。
新型コロナ感染第7波に突入、改めて感染対策の徹底を
岡山県も第7波突入

7月1日付のスタッフニュースでも、第7波へ突入か、と予防対策の徹底を改めてお願いしました。その後、7月初旬に岡山県知事も第7波に突入したと表明。しかし、社会経済対策が優先されるとして、行動制限はとらない状況です。それだけに、介護事業所として予防対策はより大切になってきます。
政府分科会の緊急提言

政府は対策分科会を開催し、専門家が「第7波」への対策として、検査のさらなる活用や効率的な換気などを求める緊急提言の案を示しました。
7月14日の会合では、「第7波」の拡大をできるだけ抑え、医療のひっ迫を避けるために、必要な対策について専門家がまとめた案をもとに議論が行われました。

提言案では、オミクロン株の「BA.5」の拡大などで今後、入院患者や重症者が増加し、医療や介護の負担が極めて大きくなるおそれがあり、直ちに対策を取る必要があるとしています。

具体的な対策として、検査をさらに活用し、国の承認を受けた抗原検査キットを薬局で簡単に買えるようにすることや、帰省で高齢者に接する人が事前に検査を受けられる体制を確保することなどを求めています。

また、効率的な換気で、飛まつや、密閉された室内を漂う「マイクロ飛まつ」や「エアロゾル」と呼ばれる、ごく小さな飛まつによる感染を防ぐことが重要だとして、空気の入口と出口を確保して空気の流れを妨げないようにすることを求めています。さらに、ワクチン接種の加速や医療体制の確保を求めたほか、基本的な感染対策の徹底を呼びかけています。

効果的な換気
また、効果的な換気のポイントをまとめています。具体的には、室内では換気の装置がない場合、2つの方向の窓を開けて空気の流れを作ることや、ごく小さな飛まつが漂うリスクが低い場所から高い場所に向けて空気の流れを作るとしています。
飛まつの対策でパーティションを使う場合には、空気の流れを妨げないよう、パーティションを空気の流れと平行になるよう配置するほか、横の人との距離を1メートル以上確保出来る場合は空気のよどみを作らないために3方向をふさがないよう求めています。

帰省者との接触

施設の利用者には、帰省した親族との接触が想定されるお盆や年末年始などの節目で、必要に応じて検査をすること、施設内で感染が確認された場合には、幅広く検査を行うとしています。
濃厚接触者が業務に復帰する場合、4日目、5日目に抗原定性検査で陰性を確認した場合には5日目から復帰が可能となっていますが、事業者が業務に復帰する必要があると判断して検査を行う場合には、事業者が検査体制を確保することが必要だとしています。
新型コロナウイルス陽性者の濃厚接触者の待機期間は、最終曝露日（陽性者と接触した日等）を０日として７日、さらに、国の事務連絡に基づき、医療従事者、介護従事者、障害者支援施設等の従事者が濃厚接触者となった場合は、就業前の毎日検査で陰性が確認されていること等の要件や注意事項を満たす限りにおいて、待機期間中でも業務に従事することができる、としました。
山中伸弥さんによる新型コロナウイルス情報発信
4回目接種の効果について(2022年7月3日）
・・・・高齢者にとっての重症化率、死亡率が下がるという効果を示しています。
イスラエル最大の医療保険機関が60歳以上の高齢者約18万人（平均72歳）を対象に行った調査によると、4回目接種（4回目接種後7日から30日経過）したグループにおいては、3回のみ接種（3回目接種後4カ月以上経過）したグループに比べて、オミクロン株による感染、発症、入院、重症化、死亡がそれぞれ45、55、68、62、74%少なかったとしています。

また高齢者施設の入所者約4万4千人（平均80.1歳）を対象にした調査では、4回目接種は、3回のみの接種に比べて、感染、入院、重症、死亡をそれぞれ34、64、67、72%、減少させた。

3報目の論文は、ファイザー社製ワクチンの3回接種を終え4か月以上が経過した医療従事者約1000名が対象で、このうち154名（平均59.0歳）がファイザー社製ワクチンの4回目接種を、120名（平均55.1歳）がモデルナ社製ワクチンの4回目接種を受けた。3回目接種のみと比べた4回目接種効果は、感染予防効果がファイザー社製が30%、モデルナ社製が11%であった。発症の予防効果はそれぞれ43%と31%であった。
　改めて、皆さんにお願いです。基本を徹底してください。
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1、基本的予防として、職員と利用者さんの「手洗い・消毒・マスク」を引き続き徹底してください。





2、職員、利用者さんは、出勤前、迎への車に乗る前に体温をはかり、ホームへくるかどうか判断してください。記録も引き続き行ってください。特に風邪症状の聞き取りも行ってください。（高熱が出た方は受診とPCR検査を）　事業所では熱中症対策と換気、より気を付けてください。　食事時は特に飛沫感染防御をとってください。　





3、利用者さんへの面会は、感染対策をきちんとして、短時間（10分程度）、距離を確保して、対応してください。面会場所は、デイルーム以外で工夫してください。（日頃から利用者さんの様子を伝えること工夫してください）





4、職員が県外などに出かける場合は、事前に管理者さんに連絡をしてください。利用者さんが自宅において県外の親戚の方々などとの接触があったという場合は、互いに注意喚起して見守ってください。(地域の感染度合いの変化、対面者や本人の体調、条件など個別に違いがありますので、管理者さんと具体的に相談してください)


5、感染しても重症化はそれほどでもない、という楽観視は危険です。


　　スタッフさんが感染したり濃厚接触者になると、何日かの出勤停止にならざるを得ません。何人も一緒に感染もしくは濃厚接触者となった場合、事業所の運営はままなりません。


　飲食などを4人、5人などでともにすることなどは、ぜひ控えてください。





 














